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表 12 － NS 形　ダクタイル
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単位 mm
呼び径 管　厚 外径 各　　部　　寸　　法 有効長 質　量　（kg) 呼び径

D
T

D2 D3 D5 D10 P V X Y L 受口
突部

挿し口
突部　 直部 1 m

1 本当たり
Ｄ

DE DE
 75 4.5  93 100.8 156.1  98 199.5 2.5 33 45 4000  9.0 0.03  8.95  44.4  75

100 4.5 118 126.8 184.1 124 219.5 3.0 33 55 5000 12.0 0.04 11.47  68.8 100

150 5.5 169 177.8 239.0 175 238.0 3.0 33 60 5000 18.1 0.04 20.20 118.0 150

注記　 受口突部及び直部 1 m の参考質量は、有効数字に丸めたので、その総和であ る１本当たりの参考質量とは必ずしも一致しない。
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鋳鉄管（E 種管）　

単位 mm
呼び径 管　厚 外径 各　　部　　寸　　法 有効長 質　量　（kg) 呼び径

D
T

D2 D3 D5 D10 P V X Y L 受口
突部

挿し口
突部　 直部 1 m

1 本当たり
Ｄ

DE DE
 75 4.5  93 100.8 156.1  98 199.5 2.5 33 45 4000  9.0 0.03  8.95  44.4  75

100 4.5 118 126.8 184.1 124 219.5 3.0 33 55 5000 12.0 0.04 11.47  68.8 100

150 5.5 169 177.8 239.0 175 238.0 3.0 33 60 5000 18.1 0.04 20.20 118.0 150
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編集注記　 現地で切管する場合は、633 頁の「現地で切管によって挿し口
を形成する場合の適用管種（管厚）」による。

注記　 受口突部及び直部 1 m の参考質量は、有効数字に丸めたので、その総和であ る１本当たりの参考質量とは必ずしも一致しない。




